
I N F O R M A T I O N

く
ら
し
の
情
報

骨
髄
バ
ン
ク
に
ド
ナ
ー
登
録
を

　

10
月
は
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月
間
。

白
血
病
や
再
生
不
良
性
貧
血
な
ど
の

病
気
の
治
療
法
に
、
骨
髄
移
植
が
あ

り
ま
す
。
現
在
も
多
く
の
患
者
が
骨

髄
移
植
を
待
っ
て
い
る
状
態
で
す
。

一
人
で
も
多
く
の
人
の
命
を
救
う
た

め
に
、
骨
髄
バ
ン
ク
・
ド
ナ
ー
へ
登

録
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
保
健
総
務
課
☎
０
２
７
│
２
２
０

│
５
７
８
１

県
最
低
賃
金
が
７
５
９
円
に
改
正

　

県
内
で
働
く
労
働
者
と
そ
の
使
用

者
に
適
用
さ
れ
る
県
最
低
賃
金
が
、

時
給
７
３
７
円
か
ら
７
５
９
円
に
改

正
に
な
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■問
群
馬
労
働
局
☎
０
２
７
―
８
９
６

―
４
７
３
７

介
護
保
険
の
利
用
状
況
を
通
知

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
に
、

介
護
保
険
利
用
状
況
の
お
知
ら
せ
を

10
月
下
旬
に
郵
送
。
今
回
の
通
知
に

は
、
５
月
か
ら
８
月
ま
で
の
居
宅
・

間
や
負
担
金
な
ど
は
各
ク
ラ
ブ
で
異

な
り
ま
す
。詳
し
く
は
各
ク
ラ
ブ
へ
。

各
ク
ラ
ブ
の
問
い
合
わ
せ
な
ど
は
、

本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
暮
ら
し
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■申
各
ク
ラ
ブ
へ
。
来
年
度
新
入
生
の

申
込
開
始
時
期
は
各
ク
ラ
ブ
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い

■問
子
育
て
施
設
課
☎
０
２
７
―
２
２

０
―
５
７
０
６

農
業
集
落
排
水
は
自
分
で
清
掃

　

気
温
が
下
が
る
と
排
水
管
が
詰
ま

り
や
す
く
な
り
ま
す
。
宅
地
内
の
排

水
升
を
点
検
し
て
清
掃
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
お
む
つ
な
ど
水
に
溶

け
な
い
も
の
を
誤
っ
て
流
さ
な
い
よ

う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
農
村
整
備
課
☎
０
２
７
―
８
９
８

―
６
７
１
４

前
橋
こ
ど
も
図
書
館

☎
０
２
７
―
２
３
０
―
８
８
３
３

　

10
月
27
日
㈭
か
ら
、
自
分
で
は
選

ぶ
こ
と
の
な
い
本
と
出
合
え
る
本
の

福
袋
、「
○
○
袋
」
の
貸
し
出
し
を
開

始
し
ま
す
。
図
書
館
ス
タ
ッ
フ
と
公

募
の
市
民
が
選
ん
だ
、
テ
ー
マ
と
対

象
年
齢
に
沿
っ
た
本
を
３
冊
と
５
冊

の
セ
ッ
ト
に
し
、
中
身
が
分
か
ら
な

い
状
態
で
貸
し
出
し
。
全
て
貸
し
出

し
に
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

□
猫
町
お
は
に
ゃ
〜
し
会

日
時
＝
10
月
30
日
㈰
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分

内
容
＝
猫
に
関
す
る
読
み
聞
か
せ
・

人
形
劇
・
歌
な
ど

□
前
橋
こ
ど
も
図
書
館
が
休
館

　

11
月
７
日
㈪
か
ら
11
日
㈮
ま
で
、

蔵
書
整
理
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

施
設
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
利
用
分
を
記

載
し
ま
す
。

■問
介
護
保
険
室
☎
０
２
７
―
８
９
８

―
３
１
２
９

野
生
の
き
の
こ
類
の
安
全
確
認
を

　

野
生
の
き
の
こ
は
、
放
射
性
物
質

に
汚
染
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
。
自

家
消
費
す
る
場
合
は
放
射
性
物
質
検

査
を
し
、
基
準
値
以
下
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
て
か
ら
食
べ
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
出
荷
自
粛
・
制
限
地
域
か

ら
採
取
さ
れ
た
き
の
こ
は
販
売
で
き

ま
せ
ん
。
そ
れ
以
外
の
場
所
か
ら
採

取
し
た
場
合
も
、
必
ず
放
射
性
物
質

検
査
を
し
、
基
準
値
以
下
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
て
か
ら
流
通
・
販
売
し

ま
し
ょ
う
。

■問
東
部
農
林
事
務
所
☎
０
２
７
―
２

８
５
―
４
１
１
６

子
ど
も
生
き
生
き
児
童
ク
ラ
ブ

　

放
課
後
や
土
曜
な
ど
に
両
親
が
共

働
き
な
ど
で
、
家
庭
で
面
倒
を
見
て

く
れ
る
人
が
い
な
い
小
学
生
の
た
め

に
、
市
内
61
カ
所
に
児
童
ク
ラ
ブ
が

あ
り
ま
す
。
各
ク
ラ
ブ
で
は
専
任
の

指
援
員
が
遊
び
や
生
活
指
導
を
行
い
、

安
全
な
生
活
の
場
を
提
供
。
開
所
時

□
赤
城
山
自
然
体
験
活
動
「
親
子
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
」

日
時
＝
11
月
13
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

後
２
時

会
場
＝
赤
城
少
年
自
然
の
家

対
象
＝
小
１
以
上
と
保
護
者
、
先
着

10
組

費
用
＝
大
人
３
０
０
円
、
子
ど
も
１

０
０
円

■申
11
月
３
日
㈭
（
必
着
）
ま
で
に
ハ

ガ
キ
で
（
１
組
１
通
）。
住
所
・
親

子
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
学
年
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
３
７
１
―

０
８
４
５
鳥
羽
町
26
―
１
・
ぐ
ん
ま

山
森
自
然
楽
校
「
親
子
で
体
験
係
」
へ

赤
城
少
年
自
然
の
家

☎
０
２
７
―
２
８
７
―
８
２
２
７

　

か
ら
っ
か
ぜ
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
を
開

催
し
ま
す
。

期
日
＝
〈
ア
ウ
ト
ド
ア
料
理
〉
11
月

３
日
㈭
〈
ツ
リ
ー
イ
ン
グ
＆
ネ
イ
チ

ャ
ー
ゲ
ー
ム
〉
11
月
12
日
㈯

対
象
＝
４
歳
以
上
、
先
着
各
24
人

費
用
＝
各
３
，
５
０
０
円
（
中
学
生

以
下
は
各
３
，
２
０
０
円
）

■申
同
館
へ

農
業
ま
つ
り
で
収
穫
の
秋
楽
し
む

　

市
内
で
生
産
さ
れ
た
新
鮮
な
農
産

物
の
即
売
な
ど
を
行
う
農
業
ま
つ
り

を
開
催
。
料
理
の
試
食
や
加
工
品
販

売
の
ほ
か
、
金
魚
す
く
い
な
ど
子
ど

も
が
楽
し
め
る
企
画
も
あ
り
ま
す
。

日
時
＝
11
月
５
日
㈯
午
前
９
時
〜
午

後
２
時

会
場
＝
Ｊ
Ａ
前
橋
市
本
所
（
富
田
町
）

■問
農
林
課
☎
０
２
７
―
８
９
８
―
６

７
０
２

前
橋
工
科
大
学
園
祭
で
つ
な
が
る

　

10
月
29
日
㈯
と
30
日
㈰
の
午
前
10

時
か
ら
前
橋
工
科
大
で
、「
繋つ
な

が
り
」

を
テ
ー
マ
に
学
園
祭
・
翌あ

す

檜な
ろ

祭
を
開

催
。
同
大
の
魅
力
を
感
じ
ら
れ
る
催

し
を
企
画
。
詳
し
く
は
同
大
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http://w

w
w
.m
aebashi-it.

ac.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
同
大
☎
０
２
７
―
２
６
５
―
０
１

１
１

火
災
に
備
え
消
防
隊
が
秋
季
点
検

　

火
災
が
多
く
発
生
す
る
時
季
に
備

え
、消
防
隊
員
の
秋
季
点
検
を
実
施
。

姿
勢
と
服
装
の
点
検
や
、消
防
訓
練
、

分
列
行
進
な
ど
を
行
い
、
隊
員
の
士

気
を
高
め
ま
す
。

日
時
＝
10
月
30
日
㈰
午
前
９
時
30
分

〜
11
時
30
分

会
場
＝
関
東
運
輸
局
群
馬
運
輸
支
局

（
上
泉
町
）

■問
消
防
局
警
防
課
☎
０
２
７
―
２
２

０
―
４
５
１
１

内
容
＝
お
も
し
ろ
科
学
教
室
、
子
ど

も
映
画
会
、
お
ど
ろ
き
科
学
実
験
、

昼
間
の
星
を
み
よ
う
、
か
ざ
ぐ
る
ま

を
作
ろ
う
、
前
橋
メ
ダ
カ
の
配
布
な
ど

□
わ
く
わ
く
教
室
「
作
っ
て
遊
ぼ
う

〜
ゴ
ム
っ
て
お
も
し
ろ
い
」

日
時
＝
11
月
26
日
㈯
・
12
月
３
日
㈯

の
２
回
、
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象
＝
初
参
加
で
両
日
と
も
出
席
で

き
る
年
長
〜
小
３
、
20
人
（
抽
選
）

■申
11
月
４
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
（
１
人
１
通
）。
住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
学
校
名
・
学

年
・
性
別
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、

〒
３
７
１
―
０
０
１
３
西
片
貝
町
五

丁
目
８
・
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
「
ゴ

ム
っ
て
お
も
し
ろ
い
係
」
へ

市
立
図
書
館

☎
０
２
７
―
２
２
４
―
４
３
１
１

　

市
立
図
書
館
開
館
１
０
０
周
年
記

念
事
業
「
貴
重
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

展
・
酒
井
家
と
松
平
家
第
一
弾
」
を

開
催
。
江
戸
時
代
に
前
橋
城
を
拠
点

と
し
、
本
市
の
源
流
を
形
づ
く
っ
た

酒
井
家
と
松
平
家
に
関
連
し
た
所
蔵

の
城
絵
図
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

期
日
＝
10
月
19
日
㈬
〜
12
月
４
日
㈰

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
―
２
２
４
―
２
５
４
８

□
こ
ど
も
秋
ま
つ
り

日
時
＝
10
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰
・
11

月
３
日
㈭
、
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

30
分

ようこそ
市長室へ

HP

　朝倉町では赤十字病院建設のための大き
なクレーンが何本も見えます。「健康医療都
市まえばし」の大きな力です。本市が目指
す「救急車の搬送時間26.2分」に近づくで
しょう。これは全国の中核市で最速です。
　119番通報から病院までの収容時間短縮で
助かる命があります。救命救急の速さは前
橋市の安心であり誇りです。
　また、本市の医療の力は群馬県全体を支
えています。さらに首都直下型地震などの
災害時には、避難者の命を守る要ともなり
ます。医療都市を築き上げた多くの先人に
感謝しながら、現日赤病院跡地の有効利用
に取り組んでまいります。

11月４日
緊急地震速報
試験で放送
　緊急時に早く確実に住
民へ情報を伝達するため、
11月４日㈮午前10時に全
国瞬時警報システム（Ｊ
アラート）を利用した全

国一斉情報伝達訓練を実
施。本市では防災行政無
線と防災ラジオから緊急
地震速報の試験放送が流
れます。実際の災害と間
違えないように注意して
ください。

■問危機管理室☎027-898-
5935
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